
障害者に対する理解の推進と就職機会の拡大を図るため
「障害者就職面接会」を実施

国と地方自治体の連携による雇用対策好事例

【課題･目的】

≪照会先≫ 長崎労働局職業安定部職業対策課 （ＴＥＬ： 095-801-004２） http://nagasaki-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

【長崎県】【長崎市】【佐世保市】【島原市】【諫早市】【雲仙市】【南島原市】 【長崎労働局・ハローワーク】

【実施概要】

【役割分担】

平成２５年度 実施４会場合計
就職者数５２名・参加企業数１００社・参加者数６４２名

【効果】

障害者及び企業等が一堂に会するいわゆる「集団見合い」方式で個人面談方式
により実施（状況により集団方式で実施）

求職活動中の障害者、特に新規学校卒業予定者等については、企業との接触
の機会が極めて少なく、同時に事業所訪問等においても様々な困難性を伴うな
ど、自主的・主体的な求職活動が十分に出来ない状況にある。
ついては、これら障害者の求職活動を支援するため、企業との情報交換や面

接機会を設けることにより、障害者に対する理解の推進と就職機会の拡大を図
り、障害者雇用を促進する。

【労働局・ハローワーク】
◆求職者への周知
◆参加企業の要請
◆面接会開催の広報
◆求人受理
◆面接会への職員派遣
◆会場設営費支払 等

【長崎県】
◆面接会開催の広報
◆面接会への職員派遣
◆会場費、手話通訳・要約筆記費支払 等

【長崎市・佐世保市・島原市・
諫早市・雲仙市・南島原市】

◆面接会開催の広報
◆面接会への職員派遣
◆自治体施設で開催の場合の会場優
先確保 等

＜地方自治体コメント＞
障害者雇用の促進は、障害者・企業だけでな

く、地域を含めた社会全体の問題であるため、
より地域に近いところで啓発活動等が可能であ
る地方自治体の強みを活かして、今後とも積極
的に協力したい。
面接会の準備段階から、自治体の障害福祉、

労働雇用担当者が携わることで、より専門的な
役割分担が可能となり、充実した面接会の開催
が可能と思われる。

＜労働局コメント＞
地域の実情にあった効果的な運営のための心

強いチームメイトとして更に連携を強め、広げ
ていければと思います。


